
一
学
習
成
果
を
生
か
す
こ
と
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

生
涯
学
習
支
援
に
お
い
て
、
人
々
の
「
学
び
」
の
支
援
と
と
も
に
、

学
習
成
果
を
「
生
か
す
」
こ
と
へ
の
支
援
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
九
年
の
生
涯
学
習
審
議
会

答
申
「
学
習
の
成
果
を
幅
広
く
生
か
す
―
生
涯
学
習
の
成
果
を
生

か
す
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
―
」
で
は
、
「
行
政
が
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
施
策
の
中
心
は
学
習
機
会
の
提
供
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
生
涯
学
習
の
成
果
の
活
用
促
進
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
二
〇
〇
八
年
の
中
央
教

育
審
議
会
答
申
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
生
涯
学
習
の
振
興
方
策

に
つ
い
て
―
知
の
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
―
」
の
中
で
、

「
国
民
一
人
一
人
の
学
習
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
各
個
人
の

学
習
成
果
が
社
会
全
体
で
幅
広
く
通
用
し
、
評
価
さ
れ
、
活
用
で
き

る
こ
と
が
重
要
」
で
あ
る
と
し
、
「
学
習
相
談
か
ら
社
会
参
加
ま
で

を
一
貫
し
て
支
援
す
る
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー

ビ
ス
）」
の
構
築
を
提
案
し
た
。

生
涯
学
習
の
成
果
の
生
か
し
方
は
、
学
習
内
容
に
よ
っ
て
も
、
人

に
よ
っ
て
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
個
人
的
な
活
動
の
仕
方
も
数
多
く

あ
る
一
方
で
、
他
者
か
ら
活
動
に
関
わ
る
能
力
を
評
価
さ
れ
る
場
面

も
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
は
、
学
ん
で
き
た
成
果
を

他
者
に
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
生
か
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大
学
に
よ
る
独
自
の
資
格
認
定
シ
ス
テ
ム
の
可
能
性

～
滋
賀
大
学
「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
～

神
部
純
一

（
滋
賀
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）



頭
に
立
ち
、
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行
い
な
が
ら
、
環
境
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

（
二
）
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
動
機

「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
「
社
会
人
コ
ー

ス
（
定
員
五
名
程
度
）」、「

現
職
教
員
コ
ー
ス
（
定
員
五
名
程
度
）」、

「
学
生
コ
ー
ス
（
定
員
二
〇
名
程
度
）」
の
三
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
社
会
人
が
「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
す
る
際
に
は
、
あ
る
程
度
の
環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
と
経

験
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
述
し
た
「
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」

を
修
了
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。

実
際
に
、
ど
う
い
う
人
が
応
募
し
て
き
た
の
か
を
み
て
お
こ
う
。

二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
年
度
の
応
募
者
は
、
「
学
生
コ
ー
ス
」
四
五

名
、「
社
会
人
コ
ー
ス
」
四
四
名
、「
現
職
教
員
コ
ー
ス
」
一
一
名
で

あ
っ
た
。「
学
生
コ
ー
ス
」
で
は
女
性
の
割
合
が
高
い
の
に
対
し
て
、

「
社
会
人
コ
ー
ス
」
と
「
現
職
教
員
コ
ー
ス
」
で
は
男
性
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
動
機
を
持
っ
て
「
環
境
学
習
支
援
士
」

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
応
募
の
際
に
は
、

受
講
動
機
を
Ａ
４
用
紙
一
枚
程
度
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、
応
募
者
の
受
講
動
機
の
特
徴
を
探
っ
て
み

る
と
、「
社
会
人
コ
ー
ス
」
の
応
募
者
も
、「
学
生
コ
ー
ス
」
の
応
募

者
も
、
「
学
習
成
果
の
活
用
を
目
指
す
」
こ
と
を
応
募
動
機
と
し
て

い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
学

生
コ
ー
ス
」
の
応
募
者
で
は
、
「
環
境
学
習
支
援
士
」
と
い
う
資
格

自
体
に
強
い
関
心
を
示
す
人
が
多
い
の
に
対
し
て
、
「
社
会
人
コ
ー

ス
」
の
応
募
者
は
、
「
学
習
を
深
め
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
応
募
し

て
き
て
い
る
人
が
多
い
と
い
っ
た
、
異
な
る
特
徴
も
見
受
け
ら
れ
た
。

（
三
）
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
の
流
れ

「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
資
格
を
取
得
す
る
ま
で
の
学
習
の
流
れ

は
、
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
大
学
の
授
業
の

履
修
」
、
「
実
習
」
、
そ
し
て
「
課
題
研
究
」
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
大
学
の
授
業
の
履
修
」

受
講
者
は
、
指
導
者
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
大
学
が
開
講
す
る
環
境
教
育
・
教
育
学
関
係
の
科
目
を
一

一
科
目
（
「
琵
琶
湖
学
特
論
」
、
「
環
境
教
育
論
」
、
「
生
涯
学
習
論
」

等
）
受
講
す
る
。
そ
し
て
、
試
験
も
学
生
と
同
様
に
受
け
、
指
導
教

員
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
。
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す
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
筆
者

は
、
今
後
、
学
習
成
果
が
積
極
的
に
生
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
学
習

の
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
答
申
の
中
で
も
、
「
学
習

の
成
果
を
一
定
の
資
格
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
」
や
「
大
学
等
が

社
会
人
等
を
対
象
と
し
た
課
程
（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
修
了
し
た

者
に
対
し
て
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
履
習
証
明
制
度
」

の
活
用
等
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

学
習
成
果
の
評
価
に
つ
い
て
の
学
習
者
自
身
の
考
え
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
五
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
「
生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
中
で
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
評
価
す
る
の
が
よ
い
」
と

回
答
し
た
人
の
率
が
五
九
・
〇
％
、
約
六
割
の
人
が
評
価
に
対
し
て

肯
定
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
望
ま
し

い
評
価
方
法
と
し
て
は
、
「
学
習
修
了
後
に
修
了
証
、
認
定
証
な
ど

を
出
す
」
を
挙
げ
た
人
の
率
が
二
九
・
五
％
で
も
っ
と
も
高
く
、
次

い
で
「
特
に
優
れ
た
人
を
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
指
導
者
、
講
師
と

し
て
活
用
す
る
（
二
八
・
五
％
）
」
、
「
学
習
し
た
経
歴
や
経
験
を
公

的
な
機
関
が
認
証
し
て
、
ど
の
地
域
や
団
体
で
も
通
用
す
る
よ
う
に

す
る
（
二

七
・
六
％
）
」
、
「
公
的
な
資
格
の
取
得
に

当
た
っ
て
評
価

す
る
（
二
六
・
八
％
）」
の
順
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、
人
々
の
学
習
成
果
の
活
用
を
促
し
、

生
涯
学
習
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
大
学
は
、
地

域
の
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
の
所
属
す
る
滋
賀
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
涯
学
習
機
関
と

し
て
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
研
究
し
、
公
民
館
、
高

校
、
そ
し
て
大
学
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
県
民
に
高
度
で
体

系
的
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
「
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
設
等
、

先
進
的
な
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
実
績
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
は
、
大
学
が
独
自
の
資
格
を
授
与
す

る
と
い
う
形
で
人
々
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
評
価
し
、
彼
ら
の
学
習

成
果
の
活
用
を
促
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

れ
が
「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
り
、
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
大
学
が
授
与
す
る
「
資
格
」
が
、
生
涯
学

習
や
学
習
成
果
の
活
用
に
対
し
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

（
一
）
環
境
学
習
支
援
士
と
は

「
環
境
学
習
支
援
士
」
は
、
単
に
環
境
問
題
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
人
材
で
は
な
く
、
学
校
や
地
域
に
あ
っ
て
、
自
ら
先
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『
ゴ
ミ
処
理
有
料
化
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
四
年
以
内
に
修
了
し
た
受
講
者
に
は
、
厳
格
な

審
査
を
経
た
後
に
、
滋
賀
大
学
よ
り
「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
資
格

が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
て
二
年
が

た
っ
た
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
〇
名
（「
学
生
コ
ー
ス
」
八
名
、「
現

職
教
員
コ
ー
ズ
」
二
名
）
の
「
環
境
学
習
支
援
士
」
が
誕
生
し
た
。

そ
し
て
翌
年
の
二
〇
〇
八
年
に
は
、
「
社
会
人
コ
ー
ス
」
か
ら
も
七

名
（
他
に
、「
学
生
コ
ー
ス
」
六
名
、「
現
職
教
員
コ
ー
ス
」
一
名
）

が
資
格
を
取
得
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
「
環
境
学
習
支
援
士
」
の

地
域
で
の
活
動
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

三
大
学
が
資
格
を
与
え
る
こ
と
の
意
味
と
今
後
の
課
題

（
一
）
大
学
が
資
格
を
与
え
る
こ
と
の
意
味

大
学
の
複
数
の
授
業
科
目
を
セ
ッ
ト
に
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
学
習

に
意
味
や
他
の
科
目
と
の
関
係
性
を
持
た
せ
、
そ
し
て
そ
の
ひ
と
ま

と
ま
り
の
学
習
を
「
資
格
」
と
結
び
つ
け
た
の
が
「
環
境
学
習
支
援

士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
、
社
会
人
が
、
社
会
人
入
学
や

科
目
等
履
修
生
制
度
を
利
用
し
て
学
ぶ
こ
と
と
は
別
に
、
大
学
で
学

ぶ
新
し
い
意
味
を
与
え
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
資
格
」
の
取
得

と
い
う
明
確
な
目
標
は
、
受
講
者
の
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
学
習
の
継
続
を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
「
資
格
」
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
大
学
の
授
業
を
受
講
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
単
位

の
認
定
は
さ
れ
な
い
が
、
受
講
者
は
、
正
規
の
学
生
と
同
様
に
試
験

を
受
け
、
指
導
教
員
の
評
価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

大
学
が
「
資
格
」
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
格
取
得
者
が
、
単

に
時
間
的
な
基
準
を
満
た
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
学
習
内
容
に

か
か
わ
る
一
定
の
水
準
を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
大
学
が
保
証
す
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
実
習
」
や
「
課
題
研
究
」

に
対
し
て
も
、
実
習
受
け
入
れ
機
関
や
教
員
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
評
価
を
経
て
授
与
さ
れ
た
「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
資

格
は
、
資
格
取
得
者
に
対
し
て
は
自
ら
の
能
力
に
対
す
る
自
信
を
与

え
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
人
々
の
学
習
成
果
の
客
観
的
な
評
価
と
し

て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と

は
ま
た
、
資
格
取
得
者
が
大
学
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
、
地
域
を

超
え
て
生
か
せ
る
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
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②
「
実
習
」

受
講
者
は
、
大
学
で
の
事
前
指
導
を
受
け
た
後
に
、
県
内
の
環
境

教
育
機
関
（「
琵
琶
湖
博
物
館
」、「
環
境
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
）

に
お
い
て
、
一
定
期
間
実
習
を
行
う
。

受
け
入
れ
機
関
の
う
ち
、
滋
賀
県
環
境
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

環
境
学
習
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
二
〇
〇
五
年
に
開
設
さ
れ
た
。

実
習
生
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
参
加
し
、
環
境
学
習
を
支
援

す
る
た
め
の
指
導
力
・
企
画
運
営
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
立
場
の
人
が
環
境
学
習
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合
う
「
環
境
・
ほ
っ
と
・
カ
フ
ェ
」
を
年

に
六
回
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
回
分
を
実
習
生
に
担
当
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
に
環
境
学
習
機
会
の
企
画
・
運
営
を
実
際
に
体

験
さ
せ
て
い
る
。

③
「
課
題
研
究
」

受
講
者
各
自
が
研
究
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
半
年
の
間
に
教
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
研
究
論
文
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
文

の
作
成
に
際
し
て
は
、
必
ず
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
義
務
づ
け
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
度
に

提
出
さ
れ
た
研
究

テ
ー

マ
に
は
、
「
琵
琶
湖

に
お
け
る
水
資
源
の
利
用
と
保
全
」、「

中
学
校
に
お
け
る
行
事
を
活

用
し
た
水
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
」
、
「
滋
賀
県
に
お
け
る
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図１ 学習の流れ



（
二
）
今
後
の
課
題

「
環
境
学
習
支
援
士
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
開
始
さ
れ
て
四
年
目

の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
山
積
み
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
今
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、

こ
れ
か
ら
毎
年
誕
生
す
る
「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
地
域
で
の
活
動

を
、
大
学
が
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
環
境
学
習
支
援
士
」
の
活
動
の
場
と
し
て
は
、
「
学
校
に
お
け

る
環
境
学
習
の
支
援
」、「
公
民
館
等
、
社
会
教
育
施
設
で
の
講
師
」、

「
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
助
言
・
指
導
」
等
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
は
、
社

会
人
の
環
境
学
習
支
援
士
を
中
心
に
「
滋
賀
大
学
『
環
境
学
習
支
援

士
』
会
」
が
発
足
し
た
。
会
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て

は
、
結
成
宣
言
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

１

．

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

２

．

滋
賀
の
自
然
環
境
保
全
に
学
び
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

３

．

社
会
生
活
の
改
善
に
地
域
の
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

４

．

学
校
や
地
域
の
環
境
学
習
を
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
や
そ
の

父
兄
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

５

．

複
雑
化
す
る
環
境
諸
問
題
に
対
し
、
継
続
的
に
学
習
す
る
集

団
に
し
て
い
き
ま
す
。

滋
賀
大
学
で
は
、
今
、
こ
の
「
滋
賀
大
学
『
環
境
学
習
支
援
士
』

会
」
と
ど
う
い
う
形
で
連
携
し
、
共
に
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
を
、
会
の
メ
ン
バ
ー
の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
他
、
近
年
、
類
似
の
資
格
が
い
く
つ
も
出
て
く
る
中
で
、
教

育
機
関
で
あ
る
大
学
が
授
与
す
る
「
資
格
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に

す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
現
在
、
「
環
境
学
習
支
援
士
」

認
定
証
に
は
、
資
格
取
得
者
が
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
大
学
で
学
べ

る
よ
う
、
「
大
学
附
属
図
書
館
利
用
者
証
」
の
機
能
が
付
加
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
定
期
的
な
研
修
等
を
通
し
て
、
支
援
士
の
知
識
・

技
術
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
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